
【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

鹿児島市多文
化共生推進指
針

　本市における多文化共生
の地域づくりを推進するた
め、策定するもの。

パブリッ
クコメン
ト

R4.12.21～
R5.1.25
（36日間）

1月号 ・かごしま国際交流
センター
・鹿児島県国際交流
協会など67箇所

・SNSでの情報発信
・鹿児島市医師会、
全日本不動産協会、
県外国人技能実習生
受入組合連絡協議会
など

23人 郵送(7)
電子(1)
ﾒｰﾙ(0)
FAX(0)
窓口等
(15)

90件

パブリッ
クコメン
ト

R4.12.21～
R5.1.25
（36日間）

1月号 ・親子つどいの広場
など6箇所

SNSやビジョン懇談会
委員への情報提供
など

4人 郵送(2)
電子(2)
ﾒｰﾙ()
FAX()

窓口等()

23件

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①　意見の趣旨等を反映し、計画案に盛り込むもの　　　 　　9件
②　意見の趣旨等は、計画案に盛り込み済みのもの　　　 　 13件
③　計画案に盛り込まないもの   　　　　　　　  　 　     0件
④　具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　    32件
⑤　その他要望・意見等　　　　　　　 　 　　　　　　    36件

・外国人住民が地域において生活する課題として、住宅確保などの面で不平等がある
⇒課題の中に、就業・住宅確保等のための支援の必要性を加えた

・日本人が外国人の母国語を学べる学習教室が必要
⇒該当施策の「主な取組例」に、「国際交流アドバイザーなどによる語学講座の実施」を加えた

02 政策推進
課

第2期かごしま
連携中枢都市
圏ビジョン

　鹿児島市、日置市、いち
き串木野市、姶良市の4市に
おいて、鹿児島市を圏域の
中心市として、地域の一体
的かつ持続的な発展を図る
ため策定するもの。

01 国際交流
課

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、条例の素案に盛り込むもの　　４件
②意見の趣旨等は、条例の素案に盛り込み済のもの　　　８件
③条例の素案には盛り込まないもの　　　　　　　　　　１件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　３件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　　７件

・表14「圏域に所在する国の行政機関」のほか、「県の行政機関」も入れるともっと理解できると思う。
⇒ご意見を踏まえ、「圏域に所在する県の行政機関」を掲載します。
・「一度県外に出た若者のＵターンを促進する必要がある」とあるが、Ｕターンを促進するのは若者だけに限ら
ないのではないかと思う。事実、グラフでは60代は流入が多いが50代前半は少ないので、そのあたりもターゲッ
トになるのではないかと思う。
⇒ご意見の趣旨を踏まえ、「一度県外に出た転出者のＵターンを促進する必要がある」に修正します。
・産学金官民や工芸農作物など分かりにくい文言があるので、注釈してもらいたい。
⇒ご意見を踏まえ、資料編に用語解説を追加します。
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

吉田支所管内の振
興に係る地域懇話
会

・地域活性化計画
の策定に関するこ
と
・計画に基づく事
業の推進に関する
こと　など

10 2 5 〇 〇 - 管内に居住
する満18歳
以上の人

町内会やコミュ
ニティ協議会等
を通じた周知

桜島支所管内の振
興に係る地域懇話
会

・地域活性化計画
の策定に関するこ
と
・計画に基づく事
業の推進に関する
こと　など

9 2 5 〇 〇 - 管内に居住
又は通勤す
る満18歳以
上の人

町内会やコミュ
ニティ協議会等
を通じた周知

喜入支所管内の振
興に係る地域懇話
会

・地域活性化計画
の策定に関するこ
と
・計画に基づく事
業の推進に関する
こと　など

6 3 4 〇 〇 - 管内に居住
する満18歳
以上の人

町内会やコミュ
ニティ協議会等
を通じた周知

（審議会）主な意見と取扱い

・旧吉田小学校跡地は、音楽室等に使用していた校舎が残存し、水道やトイレの設備も整っており、グラウンド
の芝生もきれいに整備されているので、子どもたちが楽しめるコンテンツがあれば、訪問者も増えてにぎわうと
思う。
・田んぼでどろんこになるイベントは、子どもたちにとって特別な体験になるし、はだしで遊ぶことで体幹を鍛
えることができる。
・イベントの開催については、民間事業者等と連携して魅力ある施設を有効活用することで、より効果が高まる
のではないか。
・吉田文化体育センターで弁当の企画販売ができればより便利になると思うし、地域の魅力も発信できるので、
そういう意味でも楽しみである。
・イベントの開催は交流人口の拡大につながるが、定住を促す施策や地域の子どもたちのための支援にも取り組
むべきだと思う。

→委員の意見については、プランの目標・方向性・事業の展開に可能なかぎり反映

03 吉田・喜
入・松
元・郡山
支所総務
市民課

桜島支所
桜島・東
桜島総務
市民課

地域づく
り推進課

地域の魅力・
活力共創事業
（地域と共に
創るまちづく
りプラン）

　合併地域の支所におい
て、住民とともに策定した
計画に基づき個性豊かな地
域づくりに取り組む。

審議会等 R4.6.30
R4.7.28
R4.12.1
R5.2.8

審議会等 R4.6.23
R4.8.18
R4.10.6
R5.2.9

審議会等 R4.6.24
R4.8.8
R4.10.12
R5.2.8

（審議会）主な意見と取扱い

・伝統やしきたりを大切にしすぎて、新しい企画が通りにくい現状がある。そのため、若手リーダーの育成な
ど、若者主体の地域づくりに取り組むことが必要である。
・喜入地域で使われているフレーズである「喜び入るまち」を大切にして、地域づくりをしていきたい。
・鹿児島ユナイテッドＦＣが盛り上がれば、地域の活性化につながるし、同ＦＣの選手の引退後の受入態勢がで
きれば、定住人口の拡大につながると思うので、地域と行政のサポートが必要である。
・日本遺産の旧麓地域など地域の観光地とＪＲ喜入駅を結ぶ交通手段がないので、レンタサイクルをしてはどう
か。
・生見海水浴場について、喜入旧麓地区や観光農業公園、鹿児島ユナイテッドＦＣトレーニングセンターを観光
した後、足を延ばす環境が整備できないか。また、障がい者や高齢者など誰でも気軽に安心して海で楽しめる
「ユニバーサルビーチ」を開催してはどうか。

→委員の意見については、プランの目標・方向性・事業の展開に可能なかぎり反映

（審議会）主な意見と取扱い

・地域の飲食店や宿泊業などの事業者が連携することが重要である。また、店舗情報が一目でわかる案内板が桜
島港フェリーターミナルにあると、観光客の利便性が向上すると思う。
・桜島地域にどうしたら来てもらえるか、住みたいと思ってもらえるかが重要であることから、まずは空き家等
を活用したお試し住宅のようなものがあるとよい。
・地域内に特産品の購入や食事ができる場所を増やし、地域の食材等を島内で消費できる仕組みが必要である。
また、商品として出荷されない農産物を活用できるとよい。
・バスやフェリーの減便等により買い物や通院が不便となっている。
・学校教育でデジタルの活用が進んでいることから、デジタル機器を使うことが難しい高齢者への支援を中学生
などの若い世代が担うという仕組みを考えてはどうか。
・義務教育学校の整備に伴う廃校の活用については、早いうちから考えた方がよい。

→委員の意見については、プランの目標・方向性・事業の展開に可能なかぎり反映
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

松元支所管内の振
興に係る地域懇話
会

・地域活性化計画
の策定に関するこ
と
・計画に基づく事
業の推進に関する
こと　など

9 1 4 〇 〇 - 管内に居住
する満18歳
以上の人

町内会やコミュ
ニティ協議会等
を通じた周知

郡山支所管内の振
興に係る地域懇話
会

・地域活性化計画
の策定に関するこ
と
・計画に基づく事
業の推進に関する
こと　など

10 2 4 〇 〇 - 管内に居住
する満18歳
以上の人

町内会やコミュ
ニティ協議会等
を通じた周知

03 吉田・喜
入・松
元・郡山
支所総務
市民課

桜島支所
桜島・東
桜島総務
市民課

地域づく
り推進課

地域の魅力・
活力共創事業
（地域と共に
創るまちづく
りプラン）

　合併地域の支所におい
て、住民とともに策定した
計画に基づき個性豊かな地
域づくりに取り組む。

（審議会）主な意見と取扱い

・松元地域は子育て世代の人口は増加しているが、親世代は地域とのつながりが弱いので、親世代にも地域の良
いところに興味を持ってもらうきっかけとなるようなイベントなどが必要である。
・松元平野岡体育館で卓球のプロリーグ（Ｔリーグ）などの大会が開催されるのを契機に、交流促進や健康維持
に卓球が活用できればいいと思う。また、大会開催時に合わせた地元の飲食店の出店などの取組ができたらよ
い。
・その他のスポーツについては、学校やクラブチーム等の活動を見ながら、駐車場の広い松元平野岡体育館を活
用した大会の開催に向けて検討してほしい。
・松元地域の特徴である茶業は後継者不足の問題がある。移住を考えている人や地方でのスローライフを目指す
人たちが茶に触れる機会ができれば貴重な体験になるのではないか。また、茶やナスなど地域の特産品を生かし
た商品開発などの取組も進めてはどうか。
・松元地域は若い世代の割合が高い。地域内にある松陽高等学校と連携した取組を進めても良いのではないか。

→委員の意見については、プランの目標・方向性・事業の展開に可能なかぎり反映

審議会等 R4.6.28
R4.9.6
R4.10.18
R5.2.7

審議会等 R4.6.24
R4.8.31
R4.10.27
R5.2.21

（審議会）主な意見と取扱い

・スパランド裸・楽・良など地域に所在する温泉施設を活用し、訪問者の誘致ができればよいのではないか。
・郡山地域は豊かな地域資源があるが、訪問者が１カ所だけでなく、地域内の他の場所にも訪問してもらえるよ
うな仕組みを構築すべきである。
・甲突池や八重の棚田などでの自然を身近に感じられる体験は、地域外の子育て世代から喜ばれる。
・花尾神社で開催される「蟻の花尾詣」や地域の郷土芸能などを若い世代に知ってもらうには、ＳＮＳを活用し
た情報発信を行い、訪問意欲をかきたてることが重要である。
・５月末の田植えのころ、水田が鏡のようになり、花尾神社の鳥居が逆さに見えることがあるように、季節や景
色が相乗効果を生み出し、感動や記憶に残ることもあると思う。

→委員の意見については、プランの目標・方向性・事業の展開に可能なかぎり反映
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.12.21～
R5.1.25
（36日間）

1月号 ・市身体障害者福祉
協等の関係団体　な
ど86箇所

SNSでの情報発信 20人 郵送(7)
電子(3)
ﾒｰﾙ(5)
FAX(2)

窓口等(3)

100件

①障害者自立支援
協議会
②障害者施策推進
協議会

・第五次障害者計
画の策定について

①30
②12

①4 ①11
②1

〇 〇 市HPに掲載 公募委員：
市内に住む
か通学して
いる18歳以
上の人

市民のひろば、
ホームページな
ど

総送
付数

総回
答数

-

アン
ケー
ト内
容

集計
結果

公表方法

障害者等実態調査 ・生活状況
・社会活動
・就労状況等

2,420 996 × × 障害者手帳
等を取得し
ている者等
に対し無作
為抽出

対象者にアン
ケート用紙を郵
送

04 障害福祉
課

第五次鹿児島
市障害者計画

　本計画は、５年ごとに見
直しを行うこととしてお
り、現在の第四次鹿児島市
障害者計画が４年度までの
計画期間であることから、
５年度から９年度までを計
画期間とする第五次障害者
計画を策定する。

その他
（アン
ケート方
式）

R4.9.8～
R4.9.22

その他の手法（アンケート等）

その他の手法
（アンケート等）

の名称

協議
（アンケート）内

容

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①　意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの　　　 　  9件
②　意見の趣旨等は、計画(案)に盛り込み済みのもの　　　35件
③　計画には盛り込まないもの   　　　　　　　  　 　   2件
④　具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　  33件
⑤　その他要望・意見等　　　　　　　 　 　　　　　　  21件

・計画の内容がどのＳＤＧｓのゴールと関連があるか分かりやすくするとよいのではないか。
→各分野毎に関連のあるＳＤＧｓを記載した。
・「～に努めます。」が多く、意思表示が弱いと思われるため、「～を実施します。」等と意思表示を強くして
ほしい。
→「～を図ります。」などへ語尾を修正。

審議会等 ①R4.8.17
　R4.11.30
　R5.2.7
②R4.12.7
　R5.2.10

構成・送付数等 公開状況

送付対象者
参加者募集
の周知・

広報方法等

アンケートの結果と主な自由意見

回収率は41.2％であった。
外出は、自動車での移動が多く、外出先で困っていることは階段の昇降やバスの乗り降り等段差によるものの回
答が多かった。

（審議会）主な意見と取扱い

・看護職員の学校への配置等、医療的ケアを求める方々が学校に安心して通うことができる環境整備について、
計画案にいれていただきたい。
　⇒意見を参考に素案を修正

・多目的トイレについて、オストメイト用のトイレであることを表示をしてほしい。
　⇒計画には盛り込まず、まずは市所有建築物において表示をするよう所管課と調整。
・就労移行が進んでいないため、その点の強化について計画の中で取り組んでほしい。
　⇒障害者計画にすでに記載があり、推進管理は障害福祉計画でも行っていく。

4



【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

手話言語等に係る
条例制定検討委員
会

手話言語等に係る
条例の構成

12 2 5 ○ ○ 市HP 公募委員：
市内に住む
18歳以上の
人

公募委員：市民
のひろばR4.10
月号、HPなど

総送
付数

総回
答数

-

アン
ケー
ト内
容

集計
結果

公表方法

障害者等実態調査 ・コミュニケー
ション手段

2,420 996 × × 障害者手帳
等を取得し
ている者等
に対し無作
為抽出

対象者にアン
ケート用紙を郵
送

（審議会）主な意見と取扱い

（主な意見）
●「障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進に関する法律」等への対応について
・手話だけではなく他の手段をいれた条例にしてほしい。

●手話言語等に係る条例の構成について
・明石市条例が細かく規定されているので良い。
・相互理解についての条文は必要だと思う。
・当事者の方や市民の方々が、自分に関係があると分かるような構成にするべきだ。

05 障害福祉
課

鹿児島市言語
としての手話
への理解の促
進及び障害の
特性に応じた
コミュニケー
ション手段の
利用の促進に
関する条例
（仮称）

障害者への理解促進の気運
を醸成し、障害者の生活課
題等の解消と、意思疎通支
援の充実による共生社会の
実現につなげるため、手話
言語等に係る条例の制定に
取り組む。

審議会等 R5.1.13

04第五次障害者計画の調査に含め一部設問を追加してアンケートを実施した。
コミュニケーションの手段については、携帯電話・スマートフォン等を利用している方が多かった。

その他
（アン
ケート方
式）

R4.9.8～
R4.9.22

その他の手法（アンケート等）

その他の手法
（アンケート等）

の名称

協議
（アンケート）内

容

構成・送付数等 公開状況

送付対象者
参加者募集
の周知・

広報方法等

アンケートの結果と主な自由意見

5



【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.9.30～
R4.10.31
（32日間）

10 月号 - - 2人 郵送(2)
電子(0)
ﾒｰﾙ(0)
FAX(0)

窓口等(0)

4件

総送
付数

総回
答数

-

アン
ケー
ト内
容

集計
結果

公表方法

高齢者等実態調査
（日常生活圏域
ニーズ調査、在宅
介護実態調査）

高齢者の実態や意
識・意向など、同
計画策定の基礎資
料となるもの。

6,000 3,376 ○ ○ ＨＰ・冊子 ・65歳以上
の一般高齢
者
・要介護
（要支援）
者
・40歳以上
60歳未満の
若年者
（無作為抽
出）

06 感染症対
策課

特定個人情報
保護評価（新
型コロナウイ
ルス感染症対
策に係る予防
接種事務）

「特定個人情報保護評価に
関する規則」第７条第１項
及び第９条第２項の規定に
基づき、特定個人情報（マ
イナンバーを含む個人情
報）の漏えいその他の事態
の発生の危険性及び影響に
関する評価（特定個人情報
保護評価のうち全項目評
価）を実施するもの。

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、条例の素案に盛り込むもの　　0件
②意見の趣旨等は、条例の素案に盛り込み済のもの　　　1件
③条例の素案には盛り込まないもの　　　　　　　　　　1件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　0件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　　2件

07 長寿支援
課

第9期高齢者保
健福祉・介護
保険事業計画

　高齢者が可能な限り住み
慣れた地域で、その有する
能力に応じて自立した日常
生活を営むことができるよ
う、医療、介護、介護予
防、住まい及び日常生活の
支援が包括的に確保される
地域包括ケアシステムを段
階的に構築し、健やかに暮
らせる安全で安心なまちづ
くりを推進していく必要が
あることから、高齢者に関
する保健、福祉施策と介護
保険施策を綿密な連携のも
と、総合的、体系的に実施
していくため、高齢者保健
福祉計画と介護保険事業計
画を一体的に策定する。

その他
（アン
ケート方
式）

R5.1.16～R5.2.8 その他の手法（アンケート等）

その他の手法
（アンケート等）

の名称

協議
（アンケート）内

容

構成・送付数等 公開状況

送付対象者
参加者募集
の周知・

広報方法等

アンケートの結果と主な自由意見

回収率も５０％を超え、９期計画策定に必要な基礎資料が得られた。
主な意見としては、介護保険料の軽減など、行政に対する要望等が多く寄せられた。
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.9.30～
R4.10.31
（32日間）

10月号 ワークショップ参加
者への案内、子ども
食堂への案内、保育
所等・児童クラブ・
学校など864箇所

- 174人 郵送(113)
電子(18)
ﾒｰﾙ(9)
FAX(5)
窓口等
(29)

592件

子どもの未来応援
条例（仮称）の制
定に関する検討委
員会

子どもの未来応援
条例（仮称）の検
討に関すること

10 2 5 〇 〇 市HP 市内に住む
か通勤・通
学する20歳
以上の人

市民のひろば4
月号、市ＨＰ

子ども×大人　子
どもの権利ワーク
ショップ

第1部講演会、第2
部参加者同士のグ
ループワーク

64 - - 〇 市ＨＰ等 市内に居住
又は通学す
る中学生以
上

市内の中学校・
高校への案内ほ
か

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、条例の素案に盛り込むもの　　49件
②意見の趣旨等は、条例の素案に盛り込み済のもの　　　64件
③条例の素案には盛り込まないもの　　　　　　　　　　2件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　124件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　　353件

・家庭の役割が一番初めにこないよう、まずは市の責務をはっきりきさいしてからその他を書いたほうがわかり
やすい。（子どもからの意見）
⇒文章の順番を修正します。市の責務を先に記載し、その後に大人の役割を記載することとします。
・③意見表明を一番最初にもってきたら良いと思いました。市のイベントに参加させていただいてきて、「子ど
もの声」を大事にされていることが伝わってきたからです。（子どもからの意見）
⇒「③子どもの意見表明及び社会参加」を一番最初にします。

審議会等
(令和3年
度から継
続)

⑤R4.6.3
⑥R4.8.23
⑦R4.11.25

（審議会）主な意見と取扱い

(第5回会議)
・「努めること」の表現の見直し
・育ち学ぶ施設等の定義の見直し
(第6回会議)パブリックコメントの実施について
・年齢区分についての見直し
・「子どもの状況に応じた支援」についての見直し
(第7回会議)パブリックコメントの実施結果について
・制定の背景の文章修正
・名称についての見解
→条例素案及びパブリックコメント実施に反映

（ワークショップ等）主な意見と取扱い

・条例を作る時は、子どもにも聞いてほしい
・意見表明できる機会が定期的にほしい
→条例素案及び今後の施策等を検討する際の参考とする。

ワーク
ショップ
等

R4.8.11

08 こども福
祉課

鹿児島市こど
もの未来応援
条例（仮称）

子どもを社会全体で守り育
てるという機運を醸成し、
全ての子どもが生まれ育っ
た環境に左右されることな
く、現在から将来の生活に
わたり夢や希望を持てる社
会の実現を目指すため、子
どもの未来応援条例の制定
に取り組む。
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.4.1～R4.5.6
（36日間）

4月号 ・福祉館
・高齢者福祉セン
ター
・mark MEIZAN
・天まちｻﾛﾝ
・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ
など57箇所

・関係団体への声か
け（商工会議所、商
工会、中小企業団体
中央会、中小企業家
同友会など）

19人 郵送(2)
電子(4)
ﾒｰﾙ(2)
FAX(0)
窓口等
(11)

109件

パブリッ
クコメン
ト

R5.3.15～
R5.4.13（30日
間）

4月号 ・福祉館
・高齢者福祉セン
ター
・金融機関
・商工会議所
・かごしま市商工会
・中小企業団体中央
会
など81箇所

・関係団体への声か
け（鹿児島県信用保
証協会、金融機関な
ど）

20人 郵送(2)
電子(12)
ﾒｰﾙ(6)
FAX(0)

窓口等(0)

79件

09 産業政策
課

鹿児島市地域
経済ビジョン

コロナ禍を克服し、力強い
経済復興の実現を図るた
め、地域経済ビジョンを策
定する。

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、ビジョン（案）に盛り込むもの　　10件
②意見の趣旨等は、ビジョン（素案）に盛り込み済のもの　　21件
③ビジョン（案）には盛り込まないもの　　　　　　　　　　 0件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　　　30件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　　　　48件

「令和4年度から令和8年度までの期間」の後ろに「は、5年間とします。」と加えた方が理解できる。
→令和４年度中の策定を予定しており、計画期間の表現については、「令和９年３月まで」と改め、終期を明ら
かにさせます。

10 産業支援
課

鹿児島市中小
企業融資損失
補償条例の一
部改正（素
案）

返済が困難な状況にある市
の融資制度利用者で、破
産・民事再生等に至る前に
事業再生のため債権者から
同意を得て、債務の減額等
を行おうとする中小企業者
等の、迅速かつ円滑な事業
再生を促すため、市の回収
納付金を受け取る権利の放
棄等に係る必要な事項を定
めた条例に改正する。

※意見募集手続きの過程で
研究・検討が必要な事項が
確認されたことから、その
対応を検討した結果、既存
制度の中で条例改正をする
ことなく、改正の目的とし
ていた機動的対応及び匿名
性の確保等が可能になると
認められたことから、条例
改正を行わないこととし
た。

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、条例（案）に盛り込むもの　　　　　0件
②意見の趣旨等は、条例（素案）に盛り込み済のもの　　　　　0件
③条例（案）には盛り込まないもの　　　　　　　　　　　　　9件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　　　 19件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　　　　 51件
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.11.21～
R4.12.22
（32日間）

12月号 ・福祉館
・観光・スポーツ施
設など149箇所

SNSでの情報発信 31人 郵送(15)
電子(16)
ﾒｰﾙ(0)
FAX(0)

窓口等(0)

124件

鹿児島市スポーツ
推進審議会

(1)　地方スポー
ツ推進計画に関す
ること。
(2)　スポーツ団
体に対する補助金
の交付に関するこ
と。
(3)　その他ス
ポーツの推進に関
する重要事項

15 2 3 ○ ○ 市HP 公募委員：
市内に住む
か通勤・通
学する18歳
以上の人

公募委員：市民
のひろば３月
号、ホームペー
ジなど

11 スポーツ
課

第２期鹿児島
市スポーツ推
進計画

第１期スポーツ推進計画が
令和４年度で終了すること
から、国の「第３期スポー
ツ基本計画」を参酌しなが
ら、スポーツを活かしたま
ちづくりの実現に向けて計
画を策定する。

（審議会）主な意見と取扱い

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①　意見の趣旨等を反映し、計画に盛り込むもの　　  　  　 7件
②　意見の趣旨等は、計画(案)に盛り込み済みのもの　　　　26件
③　計画には盛り込まないもの   　　　　　　　  　 　  　 0件
④　具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　　　21件
⑤　その他要望・意見等　　　　　　　 　 　　　　　　　　70件

・基本方針３において、様々な団体との連携主体「学校」は入らないのでしょうか。今後運動部活動の地域移行
の検討が記載される中、地域と学校との連携も重要と考えます。
→ご意見を踏まえ、地域と一体となってスポーツ活動を盛り上げるため、「基本方針３　地域からスポーツを盛
り上げる活動の推進」―「基本施策①　様々な団体との連携」の中に「地域と学校が連携したスポーツ活動の推
進」を追記いたします。

・基本方針に沿った施策、取組例が分かりやすく設定されていると思いますが、実際に手を動かす人々（スポー
ツ推進委員や総合型スポーツクラブ、民間事業者等）にも本方針をしっかりと浸透させ、行政と一体となって施
策を進めていくことが重要だと思います。
→計画の推進にあたっては、関係団体等と連携して取り組むこととしておりますことから、ご意見を踏まえ、推
進体制が分かるよう記載いたします。

審議会等 R5.1.30

（第１回）
・コロナ禍で減少した地域でのスポーツ活動について改善していく必要がある。
・子どもの運動機会の減少について普段の行動が運動につながる啓発を行う必要がある。
（第２回）
・指標１「子どもが運動やスポーツをすることが好き・やや好き」を１００％に近づけることは、スポーツが嫌
いな子どもへの圧迫感に繋がるのではないか。
・アジア地域のスポーツチーム誘致にも力を入れてほしい。
（第３回）
・新たな活動として、スポーツゴミ拾いなども実施するなど、あらゆるものをスポーツとして捉えた取組みが必
要である。
・子どもの体力向上は、スポーツ推進委員と総合型地域スポーツクラブやスポーツ振興協会との連携も必要であ
ると考えている。
⇒各委員からの意見を踏まえ計画に盛り込む。
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

総送
付数

総回
答数

-

アン
ケー
ト内
容

集計
結果

公表方法

鹿児島市スポーツ
実施状況等に関す
る調査

スポーツ実施等に
関する意識と現状
を把握し、同計画
策定の基礎資料と
するもの

2,000 724 ○ ○ ＨＰ・冊子 18歳以上の
市民（無作
為抽出）

その他
（アン
ケート方
式）

R4.11.21～
R4.12.22

その他の手法（アンケート等）

その他の手法
（アンケート等）

の名称

協議
（アンケート）内

容

構成・送付数等 公開状況

送付対象者
参加者募集
の周知・

広報方法等

アンケートの結果と主な自由意見

回答率は36.2％で、第２期計画策定に必要な基礎資料が得られた。
主な意見としてはイベントに係るアイデアや要望などの意見（21.8％）や施設・設備に係る設置の要望などの意
見（19.7％）が多く寄せられた。
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

パブリッ
クコメン
ト

R4.12.21～
R5.1.25
（36日間）

1月号 ・福祉館
・高齢者福祉セン
ター
・親子つどいのひろ
ば
・mark MEIZAN
など60箇所

SNSでの情報発信、各
マンション管理組合

10人 郵送(3)
電子(2)
ﾒｰﾙ(2)
FAX(2)

窓口等(1)

63件

パブリッ
クコメン
ト

R4.12.21～
R5.1.25
（36日間）

1月号 ・ボランティアセン
ター
・福祉館
・高齢者福祉セン
ター
・親子つどいのひろ
ば
・住宅センター
など60箇所

SNSでの情報発信、市
営住宅自動車保管場
所管理組合

138人 郵送(114)
電子(16)
ﾒｰﾙ(5)
FAX(3)

窓口等(0)

425件

12 建築指導
課

鹿児島市マン
ション管理適
正化推進計画
（仮称）

マンション管理適正化施策
を総合的かつ効果的に実施
し、マンションの管理水準
の維持向上を図ることを目
的に、計画を策定する。

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①　意見の趣旨等を反映し、計画案に盛り込むもの　　　 　10件
②　意見の趣旨等は、計画案に盛り込み済みのもの　　　 　16件
③　計画案に盛り込まないもの   　　　　　　　  　 　    0件
④　具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　   23件
⑤　その他要望・意見等　　　　　　　 　 　　　　　　   14件

・計画策定の背景と目的　鹿児島市における分譲マンションについて、住宅総数の約9％を占めており、多くの市
民が居住する重要な居住形態となっていますとありますが、全国でみるとマンションへの居住割合はどのぐらい
あるのかも書き加えてほしい。
　⇒ご意見を趣旨を踏まえ、「第1章　計画について」－「1　計画策定の背景と目的」に全国のマンションの居
住割合等を追記しました。
・P4,（2）管理戸数の合計で99.4％で100％にすべきと思う。
　⇒ご意見の趣旨を踏まえ、修正しました。
・P4,②-2の表で平成4年～13年の合計で99.9％で100％にすべきと思う。統計の合計が93.7％で100％にすべきと
思う。
　⇒ご意見の趣旨を踏まえ、修正しました。

13 住宅課 鹿児島市営住
宅条例の一部
を改正する条
例の素案等

市営住宅の駐車場を入居者
の共同の福祉のために必要
な施設（共同施設）と位置
付けたうえで、駐車場の管
理等に係る必要な事項を定
めた条例に改正する。

（パブコメ）検討結果及び反映した主な意見

①意見の趣旨等を反映し、条例の素案に盛り込むもの　　　０件
②意見の趣旨等は、条例の素案に盛り込み済のもの　　　１１件
③条例の素案には盛り込まないもの　　　　　　　　　　　８件
④具体的な事業の実施にあたり参考とするもの　　　　１８０件
⑤その他要望・意見等　　　　　　　　　　　　　　　２２６件
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【資料３-3】

市民の
ひろば

必須設置箇所
以外の供覧場所等

左記以外の
周知方法

意見
提出者数

提出方法
意見
件数

総委
員数

公募
委員
数

女性
委員
数

会議
会議
録

公表方法

令和４年度　市民参画手続　実施状況詳細

番号 所管課 施策の名称
施策の概要

（策定の趣旨等）
手続区分

実施時期
（期間）

パブコメ 審議会・ワークショップ・意見交換会等

パブコメ周知・公表方法 参加状況

審議会・ワーク
ショップ・意見交

換会等の名称
審議（協議）内容

委員構成等 公開状況

参加者の
要件

（参加対
象）

参加者募集
の周知・
広報方法

鹿児島市住生活基
本計画策定委員会

・市民意識調査の
実施
・計画骨子案
に関することなど

18 4 8 〇 〇 市HPに掲載 市HPに掲載

総送
付数

総回
答数

-

アン
ケー
ト内
容

集計
結果

公表方法

住まい・住生活に
関するアンケート
調査（市民意識調
査）

・現在の住まい・
住環境の評価
・今後の住まいに
関する意向など

3,000 1,167 ○ ○ 市HPに掲載 18歳以上の
市民（無作
為抽出）

対象者にアン
ケート用紙を郵
送

14 住宅課 鹿児島市住生
活基本計画
（仮称）

住生活に係る各種施策を総
合的・一体的に推進するた
め、住環境を取り巻く状況
の変化を捉えた新たな視点
も含め、住宅政策の基本的
な方向性を示す計画を策定
し、多様なニーズに対応す
る住生活の安定向上などを
図る。

審議会等 R4.10.11
R5.2.7

（審議会）主な意見と取扱い

・居住支援のためには建築と福祉の連携が重要
・桜島の大噴火に対する備えも考慮することが必要
・家賃補助を検討してほしい　など
→各委員からの意見を踏まえ、計画策定に向けて取り組む

・現在の住まい・住環境の評価について、68％が「住み続けたい」と回答しており、住み続ける場所を決める際
には「買い物環境（61％）」、「治安（60％）」、「医療・福祉（55％）」が重視されている。
・住宅政策全般について、特に重要と思う取り組みは、「子育て住宅の取得・住み替えしやすい環境づくり」
（34％）、「高齢者等が安心して暮らせる環境づくり」（31％）が多い。

その他
（アン
ケート方
式）

R4.10.28～
R4.11.20

その他の手法（アンケート等）

その他の手法
（アンケート等）

の名称

協議
（アンケート）内

容

構成・送付数等 公開状況

送付対象者
参加者募集
の周知・

広報方法等

アンケートの結果と主な自由意見
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